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明らかにし, スズ 鉛ー合金組成及びその皮膜厚さとベータ線後方散乱量との関係を見出し, それを利用し
た工業的迅速測定を提唱している｡以上はいずれも工業的な管理法として重要な資料である｡
第8章は以上の研究を総括し,結論とするとともに,これらの研究が硫酸酸性溶液からの光沢スズ電析
法, ホウフッ酸及び右横スルホン酸酸性溶液からの光沢スズ 鉛ー合金電析法などの開発及び, ウィスカー
防止対策など工業的利用に意味があったことを述べている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
最近電気回路の-ンダ付け作業の迅速化や接合強度の向上を計るためにスズ-鉛合金電折が多 く利用 さ
れるようになってきたが,スズウィスカーの発生は電気部品での事故発生原因となる可能性がある｡ウィ
スカーの発生がなく, -ソダ付け性の改善が期待でき,表面の美しい光沢スズ 鉛ー合金電折が強 く要望さ
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れてきた｡本研究はこれに応えて行われたものである｡
まず,各種酸性溶液からのスズ,鉛の析出電位を測定し,スズ,鉛及びスズ 鉛ー合金の電析機構につい
てしらべ,合金電折の容易なことを知った｡スズの電析結晶は粗く樹枝状に成長し易く,皮膜状の電折に
は添加剤が必要であることを認めている. またスズ 鉛ー合金の場合には両金属の単一析出物より微結晶で
得られることを知った｡さらに均一電着性に有機酸あるいは謬質物質が有効であるとしているO
ついで有機添加剤の光沢剤としての作用を検討し,その結果, アミソー アルデヒド系の光沢剤とエーテ
ル型非イオン活性剤を併用する硫酸酸性溶液を用いる光沢スズ電析法,同様の添加剤を用いるホウフッ酸
酸性溶液及び各種有機スルホン酸酸性溶液からの光沢スズ並びに光沢スズ 鉛ー合金の電析法などを新たに
開発し,詳細な条件を求めている｡
これらの電所に際し用いる陽極の特性を研究し,硫酸酸性溶液中でスズ陽極は不働態化し易いが,ホウ
フッ酸及び有機スルホン酸酸性溶液ではスズ並びにスズ 鉛ー合金陽極は実用陽極電流密度の範囲内では不
働態化しないことを認めている｡
ついで光沢電析物の物理的性質を測定している｡その結果スズの場令,配向性の強い微結晶で,断面積
は繊維状と層状の混合した状態であり,加熱処理の際内部ヒズミが再結晶を促進するため表面租化現象が
生ずることを認めている｡スズ 鉛ー合金電析物の粒径はスズの場合よりもや 粗ゝいが同様な性質をもった
微結晶である｡これらのことから,光沢面が得られる原因は結晶配向による光学的凹凸の減少によるもの
と考えている｡また-ンダ付け性が改善されるが,その原因は金属間化合物屑生成が容易になること,-
ンダとの成分の類似,共析している有機光沢剤のフラックス的挙動などによるとしている｡さらに問題の
ウィスカー発生について研究し,その原因は素地金属とスズ又はスズ合金電析物との界面で合金化が進行
する際に生じる結晶構造のひずみを解消しようとして働く力によるものと推定している｡それに基き防止
対策としてニッケルあるいはニッケル スーズ合金を下層電折の上スズ 鉛ー合金電折をするのが有効であるこ
とを見出している｡
そして最後に光沢スズ及びスズ 鉛ー合金電折の工業的管理に必要な各種分析法,皮膜厚さ測定法を研究
開発している｡
以上の研究は,硫酸酸性溶液からの光沢スズ電析法,ホウフッ酸及び有機スルホン酸酸性溶液からの光
沢スズ 鉛ー合金電析法などの開発及びウィスカー発生防止対策として工業的に活用される重要な資料 とな
ったものである｡
これを要するに本論文は酸性溶液からの光沢スズ及び光沢スズ 鉛ー合金電折に関し,基礎的に研究し電
解条件と電析物の性質との関係を詳細に求め,従来の問題点に解決をあたえるとともに,新たな方法の開
発の資料となっているものである｡学術上,工業上寄与する処が極めて大きい｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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